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第２期草津市スポーツ推進計画 基本理念および施策体系

スポーツに出会い、スポーツを実践し、スポーツにかかわる
という、市民一人ひとりが健康的で、人との交流やつながりの
ある豊かなスポーツライフを楽しむことのできるスポーツ文化
の醸成されたまち、『みんながスポーツ 大好きなまち くさ
つ』を“ＡＬＬくさつ”（市の総力をあげてスポーツ推進に取
り組む）でつくります。

‟ＡＬＬくさつ”でつくる
「みんなが スポーツ 大好きなまち くさつ

これからはスポーツを「する」だけでなく、「みる」「支える」「知る」ことで市民一人ひとり
がスポーツに関わる時代です。それぞれ自分にあった関わり方でスポーツに親しむことで、心身の
健幸に努め、またスポーツを通じて人と人がつながり、さらにそこから交流が生まれ、まちの活力
を生み出す。そんなスポーツのまちをALLくさつで未来につなげていきます。

「する みる 支える 知る」
“ＡＬＬくさつ”でつなぐ健幸スポーツのまち

基本理念

【主な新規事業、拡大事業】

国の「第２期スポーツ基本計画」が策定され、「する」「みる」「ささえる」スポーツの参加促進や、経済・地域の活性化といった新たな視点に盛り込まれ、新学習指導要領には、さらに「知る」が加
わりました。前者については基本理念に反映させるとともに、後者については新たに「スポーツによるまちの活性化」を柱の１つに定めました。現行計画の基本方針３「地域コミュニティによるスポーツ
の推進」の施策については、第２期計画内においても継続施策として推進しますが、基本方針２、４、５の関連施策として移動・集約しています。

●乳幼児・児童の運動（遊び）の推進
・運動遊びプログラム(新規)

●学校体育の充実
・タブレット端末の活用（拡大）
・小学校体育連盟と児童育成クラブの連携（拡大）

●部活動の充実
・部活動指導員・支援員の充実（拡大） など

●ライフステージにあわせた健康づくりの推進
・子育て世代や働き世代へのアプローチ（拡大）
・子ども運動教室や歩こう会など、ライフステージに合わせた
事業を実施（拡大）

●「する」「みる」「支える」「知る」スポーツの参加促進
・自分に合ったスポーツへ関わり方の周知啓発（新規）

など

●将来を担うアスリートの育成
・くさつシティアリーナや（仮称）草津市立プールでプロス
ポーツ選手等の競技を間近に（拡大）

●国スポ・障スポ、各種競技大会の推進
・スポーツの魅力発信・競技力向上（新規）
・実行委員会（準備委員会）各種の開催準備（新規）

など

●スポーツ情報の発信
・ホームページやＳＮＳ*を活用した情報発信の充実

●社会体育施設等の整備・充実（拡大）
・国スポ・障スポの開催を契機とした施設の整備・充実（拡大）
・オンライン施設予約システム導入（新規）

など

●スポーツツーリズムの促進
・健幸都市くさつランフェスティバル等、官民協働による
健康増進イベントの開催（新規）

●国スポ・障スポを契機とするスポーツレガシーの創出
・ＰＲイベント、本市開催競技の体験イベント等の開催（新規）

など
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